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一つで表示できるようにリンク化を行う。図中の左に示した下線項目に，このページからリンクが
張られており，このページで学ぶ全体がわかる。したがって講義の進行に伴って，それぞれの項穏
をクリックをすることで，各コンテンツが表示される。
9。　情報機器を活用した教育の効果
　情報教育科目以外の化学科の授業は，マルチメディアに対応していない教室では，現在でも黒板
を用いた板書が主流であり，板書の授業が効果的な場合が多々あることも事実である。しかし，画
像を見せながら教育することが効率的である場合，マルチメディア教室の利用が可能であれば，そ
こで授業を行うが，そうでない：場合には，ポータブルタイプのプロジェクターとスクリーンを持ち
込み，作成した教材を提示して授業を行っている。現在の学生は，情報が氾濫する時代に育ち，多
様な価値観を持っており，良い意味でも悪い意味でも以前とは質的変貌している。この影響を受け
て，最近化学を専攻する学生の質的変貌がおきており「実験に裏打ちされた知識の不足」と「受動
的な学生の増加」という二つの点で顕著になっている。その原因の一つとして，中・高等学校の進
路指導が進学を目標とした教育に傾き，中等教育に「実験に裏打ちされた知識」を身に付けさせる
指導を期待することが出来なくなっていることと，カリキュラムの改正により科目の選択制が進み，
全般的で浅い理科のみの選択で入学してくる学生がますます増加していることなどが考えられる。
このような学生は，従来型の板書が主流の授業では，習得効率が極端に悪くなっているのが現状で
ある。
　したがって，豊富な内容を含むが理解しやすい，完成されたマルチメディア教材や開発したマル
チメディア教材を利用して，本格的なマルチメディア授業を行い，このような傾向に対応する必要
があると強く感じている。さいわい本年度後期に理学部は，教室の二期のマルチメディア化が準備
されており教室環境は一一変ずる予定である。したがって，今までなおざりにしてきた講義内容の更
なるマルチメディア化を急ぐ必要を感じている。
10。　今後の課題
　今回は，「マルチメディア教室化に伴う教育教材作成の試み」動画・音声情報技術の実践活用と
いうことで，現在の私の取り組を紹介した。洗練された市販のマルチメディア教材は，使用するタ
イミングを誤ると学生の眠気をさそうなど逆効果であることにしばしば遭遇しており，利用が難し
いことをつくづく感じている。しかし，伝えたい内容をマルチメディア教材として教員が自ら作成
し提示することは，たとえ稚拙な技術で作成した教材であっても，洗練された市販のマルチメディ
ア教材だけを利用することよりも，作り手の熱意が伝わると思っており，それが非常に大切だと思っ
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ている。とはいっても，やはり動画の画質は良いにこしたことはなく，より良い画質のデジタル化
の方法を検討する必要があり，今後はそれに取り組みたいと思っている。
　まだまだ実践での試みは浅く，効果の評価はこれからであるが，マルチメディア教材の活用は，
必ず効果が上がると信じて進めており，今回の紹介例が，これからマルチメディア教材を作成しよ
うとしている先生方に，少しでも参考になればさいわいである。
　そしてマルチメディア環境の充実とともに，マルチメディア教材を用いたマルチメディア教室の
活用の輪が広がることを期待している。また，これから自らマルチメディア教材を作成してみたい
と考えているが，具体的な手続きなどでなかなか踏み切れない先生がおられたならばご連絡いただ
ければと思っている。
